
�

 ● ●
は こ だ て 市 議 会 だ よ り　　平成 １８ 年８月１０ 日発行　

　

七
五
郎
沢
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
当
初
計
画

埋
立
期
間
で
あ
る
平
成　

年
埋

２８

立
て
終
了
が
平
成　

年
ま
で
し

２１

か
保
た
な
く
、
そ
の
非
常
事
態

に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
延
命
策

が
あ
る
か
を
以
前
に
質
問
し
た

が
、
そ
の
後
、
延
命
化
が
図
れ

た
の
か
。

　

ま
た
、
未
だ
に
埋
め
ら
れ
て

い
る
産
業
廃
棄
物
の
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
を
早
急
に
搬
入
規
制

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

当
初
計
画
よ
り
急
速

に
埋
立
て
が
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、
平
成　

年
度
に
実
施

１７

し
た
ご
み
の
分
別
区
分
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
、
平
成　

年
度

２６

ま
で
の
使
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
中

間
処
理
施
設
の
計
画
が
あ
り
、

搬
入
規
制
し
た
場
合
に
は
平
成

　

年
度
ま
で
延
命
化
が
図
れ
る

２８が
、
今
後
と
も
計
画
埋
立
期
間

の
確
保
に
努
め
た
い
。

　
　

（
答
弁
者　

市
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ロ
ー
ド
構
想

○
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　

タ
ー
の
活
用

○
自
主
防
災
組
織
の
強
化
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改
定
介
護
保
険
制
度

に
よ
り
、
認
定
更
新
者

の
要
介
護
認
定
に
遅
れ
が
生
じ

て
い
る
。
認
定
の
遅
れ
は
、
事

業
者
に
経
営
上
の
リ
ス
ク
を
生

じ
さ
せ
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス

後
退
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

認
定
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
市
は
ど
の
よ
う
な
努
力

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。　

　

同
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
国
に
お
い
て
新
し

い
審
査
判
定
の
た
め
の
様
式
等

の
決
定
が
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、

市
も
更
新
者
の
訪
問
調
査
の
開

始
が
遅
れ
、
要
介
護
認
定
に
遅

れ
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

市
は
、
本
年
４
月
に
専
任
調

査
員
の
増
員
を
予
定
し
て
い
た

が
資
格
要
件
か
ら
十
分
に
確
保

で
き
て
い
な
い
た
め
、
引
き
続

き
そ
の
確
保
に
努
力
す
る
と
と

も
に
、
訪
問
調
査
の
委
託
先
事

業
所
に
調
査
件
数
の
増
を
依
頼

す
る
な
ど
、
要
介
護
認
定
の
遅

れ
の
解
消
に
努
め
た
い
。

　
　

（
答
弁
者　

福
祉
部
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
派
遣

　

事
業

○
大
間
原
子
力
発
電
所
の
対
策

○
医
療
費
の
病
院
窓
口
請
求

�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�

�� �
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�

　

北
海
道
の
漁
業
は
、

サ
ケ
・
マ
ス
放
流
事
業

を
は
じ
め
と
し
た
栽
培
漁
業
が

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
が
、

隣
町
の
道
の
研
究
施
設
が
無
く

な
る
こ
と
で
栽
培
漁
業
の
衰
退

が
危
惧
さ
れ
る
。

　

水
産
都
市
函
館
と
し
て
漁
業

生
産
を
考
え
れ
ば
、
水
産
資
源

を
維
持
し
な
が
ら
海
域
の
特
性

を
生
か
し
た
栽
培
漁
業
の
展
開

と
新
し
い
資
源
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

資
源
の
維
持
・
増
大

を
図
る
た
め
、
ウ
ニ
や

ヒ
ラ
メ
な
ど
従
来
か
ら
稚
魚
放

流
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
昨

年
度
か
ら
は
、
ガ
ゴ
メ
の
資
源

増
大
対
策
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
に
は
ナ
マ
コ
種
苗
技
術

開
発
に
着
手
し
た
ほ
か
マ
ツ
カ

ワ
の
放
流
を
開
始
す
る
。

　

今
後
と
も
栽
培
漁
業
の
推
進

の
た
め
関
係
団
体
と
連
携
を
深

め
、
よ
り
一
層
の
資
源
増
大
対

策
に
努
め
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
・
農
林
水
産
部
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
学
校
給
食
の
食
育
指
導
の
現

　

状
と
取
り
組
み

○
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
学

　

校
給
食
と
地
場
産
品
の
活
用
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ヒラメ放流　ヒラメ放流　

　

日
ノ
浜
会
館
は
恵
山

地
域
の
中
心
に
位
置
し

て
お
り
、
使
用
頻
度
も
多
く
長

年
活
用
し
て
き
た
が
、
老
朽
化

が
進
み
建
て
替
え
が
検
討
さ
れ

て
き
た
。

　

合
併
建
設
計
画
で
は
、
地
域

住
民
の
活
動
拠
点
と
な
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
が
載

っ
て
お
り
、
早
期
に
整
備
が
必

要
と
思
う
が
、
現
時
点
で
の
取

り
組
み
状
況
を
伺
い
た
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
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地
域
住
民
の
交
流
拠
点
と
し
て

合
併
建
設
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
整
備
に
あ
た
っ
て

は
地
域
会
館
の
老
朽
化
や
利
用

実
態
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
、
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
慎
重
に
進
め
て
行
く
必

要
が
あ
り
、
現
在
、
関
係
部
局

が
連
携
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
総

合
的
な
視
点
で
検
討
を
進
め
て

い
る
。

　
　

（
答
弁
者　

市
民
部
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
観
光
施
策
と
し
て
の
恵
山
地

　

域
の
位
置
づ
け

○
不
法
投
棄
監
視
員
の
設
置

○
恵
山
高
校
閉
校
後
の
対
応

日ノ浜会館　日ノ浜会館
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日
本
で
は
、
８
年
連

続
で
自
殺
者
が
３
万
人

を
超
え
る
事
態
が
続
い
て
お
り
、

本
年
６
月
に
自
殺
対
策
基
本
法

が
制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

市
に
お
い
て
も
責
任
を
持
っ

た
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
の
具
体
的

な
施
策
等
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

自
殺
対
策
基
本
法
は
、

自
殺
の
防
止
施
策
と
併

せ
、
自
殺
者
の
親
族
等
に
対
す

る
支
援
な
ど
を
総
合
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治
体

や
事
業
主
等
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、
自
殺
対
策
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
お
り
、
今
後
政
省
令
等
が

明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、
北

海
道
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
相
談
体

制
な
ど
、
総
合
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
公
益
通
報
者
保
護
制
度

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

○
地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用

　

後
の
病
院
経
営
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基
本
計
画
（
案
）
で

は
、
基
本
構
想
と
比
較

す
る
と
、
施
設
規
模
の
拡
大
等

に
よ
り
入
館
者
数
の
増
加
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
赤
字
縮
減

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
入
館
者

数
が
予
測
ど
お
り
推
移
し
な
い

場
合
、
市
の
財
政
に
大
変
な
負

担
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。

　

い
っ
た
ん
計
画
を
凍
結
し
、

子
ど
も
等
へ
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
み
な
が
ら
施
設
の

必
要
性
を
見
極
め
て
は
ど
う
か
。

　

入
館
者
数
に
つ
い
て

は
、
類
似
す
る
施
設
の

立
地
条
件
や
規
模
か
ら
設
定
し

た
モ
デ
ル
式
に
よ
り
推
計
し
た

も
の
で
あ
り
、
市
内
や
近
郊
の

年
齢
階
層
別
人
口
等
に
一
定
の

割
合
を
乗
じ
て
積
み
上
げ
た
数

値
と
の
比
較
か
ら
も
妥
当
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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計
画
の
推
進
に
は
、
市
民
説

明
会
で
の
意
見
や
議
会
の
意
向
、

さ
ら
に
財
政
状
況
も
考
慮
し
、

慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
・
企
画
部
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
水
族
館
の
基
本
構
想
・
計
画

○
放
課
後
児
童
対
策

○
教
育
に
お
け
る
格
差
問
題
の

　

認
識
と
対
応

��

海の生態科学館イメージ図　海の生態科学館イメージ図

　

出
産
後
の
母
親
は
、

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

変
化
に
よ
り
、
産
後
う
つ
病
に

か
か
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
お

り
、
北
海
道
で
は
、
こ
う
し
た

母
親
を
早
期
に
発
見
し
、
安
心

し
て
育
児
が
出
来
る
よ
う
に
適

切
な
支
援
を
し
て
い
る
が
、
市

の
新
生
児
訪
問
指
導
の
現
状
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

ま
た
、
産
後
う
つ
病
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定

は
な
い
か
。
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当
市
で
は
、
保
護
者

か
ら
の
電
話
相
談
な
ど

に
よ
り
訪
問
対
象
者
を
把
握
し
、

新
生
児
の
発
育
等
の
ほ
か
、
母

親
の
身
体
的
・
精
神
的
な
支
援

な
ど
に
も
重
点
を
置
き
な
が
ら
、

新
生
児
訪
問
指
導
を
は
じ
め
母

親
の
相
談
や
指
導
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
産
後
う
つ
病
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
実
施
に
向
け
て
内
容
や

手
法
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

保
健
所
長
）

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目

○
医
療
制
度
改
革

○
育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業
の

　

内
容
と
体
制

○
食
育
の
推
進
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